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7	. 環境修学旅行の取組

（1）概要

本市では、本市の観光振興を一層推進していくため、

国内外から高い評価を得ている本市の「環境」を、新たな

観光素材とし、本市に集積している環境の施設や技術など

と、観光の観点を、有効に組み合わせ「環境修学旅行」と

いう本市ならではの修学旅行を平成 22 年度より開始しま

した。

平成 26 年度は、九州・関西エリアから小学校・中学校・

高等学校の、合計 36 校 2,142 人が同修学旅行で本市を

訪れました。

（2）環境修学旅行の特徴

環境修学旅行の特徴は、現在の環境問題解決の主要 3

テーマである「地球温暖化防止」「資源循環」「自然共生」

を切り口に、環境関連施設や企業の見学に加え、ユニーク

な体験学習やエコ弁当、エコ土産などを盛り込み、楽しみ

ながら環境を学べる修学旅行です。

現代の環境を考える上で
主要な３テーマ

地球温暖化
防 止 資源循環 自然共生

北九州市で、環境学習をすることで、
現代社会が抱える環境問題への意識喚起を図ることができるとともに、

他にはない思い出づくりができます！

（3）環境に配慮した企業の見学

本市には環境に配慮し

た製品づくりを行う様々な

企業があります。工場見学

などを通して企業の環境へ

の取組を学ぶことができま

す。

（4）環境修学旅行のユニークな体験学習

環境修学旅行の特徴のひとつである体験学習は、本市

でユニークな環境への取組を行っている企業や大学、研究

者の方々の協力を得ながら行っています。

■産業廃棄物処分場跡地での植樹

本市では、平成 20 年から 34 年までの 15 年間で市内

に新たに 100 万本の緑を増やそうとする「環境首都 100

万本植樹プロジェクト」を行っています。

同プロジェクトの一環として、若松区の響灘海岸の廃

棄物処分場跡地において、市内企業によりどんぐりなどを

植樹する緑化活動が行われています。

この植樹には、カンガルーの糞と、トマトの茎や葉を

混ぜ合わせて作られた肥料が使われるという全国的にも

大変ユニークな取組が行われています。

修学旅行生は、植樹をすることにより、市のプロジェ

クトに参画ができるとともに地球温暖化防止や資源循環

の大切さを学ぶことができます。

■生ごみコンポストづくり

本市は、環境国際協力にも力を入れています。

その中のひとつで、ごみ問題に悩まされている東南ア

ジア諸国において、生ごみを堆肥に生まれ変わらせるコン

ポストづくりを伝授している研究者がいます。

この研究者の方が直接、生ごみコンポストづくりをレ

クチャーし、ごみの減量化や資源化について学びます。

（5）今後の取組

ひとりでも多くの方に環境修学旅行を経験してもらうこ

とで、本市の環境への取組が広く情報発信され、次世代

を担う子どもたちの環境意識の醸成が図られることが期

待できます。

本市に環境修学旅行で訪れた方々が、楽しみながら環

境を学んでいただけるよう、今後一層の内容の充実や受入

体制の強化を行っていきたいと考えています。

北九州市民環境力の持続的な発展▶▶

1	. 北九州エコライフステージ

（1）目的

北九州エコライフステージは、「世界の環境首都」を目

指し、毎年市民団体や事業者などで構成する実行委員会を

中心にして、エコライフの浸透を目指し様々な環境活動に

取り組むものです。

（2）事業内容

平成 14 年度に開始してから、開催 13 年目を迎えた平成

26 年度は、延べ約 260 万 9 千人の市民が参画し、193

行事を実施しました。その主な事業は以下のとおりです。

ア .シンボル事業「エコライフステージ2014」
開催日：平成 26 年 10 月 11 日（土）・12 日（日）

会　場：北九州市役所周辺広場

テーマ： あなたはていたん？ブラックていたん？

　　　　〜見直そうわたしたちのエコアクション〜

内　容 

◦それぞれの出展のテーマに合わせて、9 のテーマゾー

ンを設置

◦環境活動に取り組む団体による有機野菜等を使った

食のコーナー、環境商品の展示・販売、リサイクル工

作教室など、日常生活に密着し、環境に配慮したライ

フスタイルを提案する出展

◦マスメディアの参画によるステージイベント、番組の

制作・放映

シンボル事業「エコライフステージ2014」

◦CO2 の削減が実感できる、環境に配慮した会場運営の

実施（デポジット制によるリターナブル食器の利用、

次世代クリーンエネルギー（水素エネルギー）による

発電、バイオディーゼル燃料による発電等）

◦小型電子機器等のリサイクル資源の回収

◦北九州市立大学の学生の企画・運営による「エコスタ

イル café」の実施

イ .地域・テーマ別事業（通年事業）
会　場：市内一円

内　容

市民団体、企業、学校等の様々な環境活動を行ってい

る団体を紹介することで、市民団体・企業間の相互交流

による環境活動の拡大、ネットワークの広がりが生まれ

ました。（192 事業）

（3）成果

北九州エコライフステージは、参加者が年々増加して

おり、市民に環境の環（わ）が広がっています。

シンボル事業「エコライフステージ2014」では、71団体、

12万4千人の市民が参加し、市民団体・企業・学校等との様々

な交流が行われました。

また、平成21年度から実施している「3つの約束」では、

ごみを出さない工夫、電気の使用を最大限に抑えたイベン

ト運営、フードロスゼロの推進を行うことで、主催者・出展者・

来場者が一丸となって環境に配慮した会場づくりに取り組

みました。

（4）今後の取組

市政 50 周年の翌年にあたる平成 26 年度は、次の 50

年へ向けた新たな一歩と位置づけ、エコライフの見直しを

テーマに取り組みました。また、環境マスコット「ていたん

＆ブラックていたん」に関係したテーマにすることで、エコ

ライフ推進に親しみをもたせることができました。今後もこ

の取組を継続し、さらなる環境活動の広がりを目指します。

第 3 節 環境情報の共有と発信
本市には、地域コミュニティ活動や自然環境保全活動などを通じ、様々な環境情報が蓄積され、ネットワー

クづくりも進められています。環境への取組を更に進めていくためには、あらゆる主体が環境に関する多様
な情報を共有し、そこから新たな情報や行動を生み出し、発信していくための基盤づくりを進めていく必要
があります。

今後、周知方法の更なる工夫を図りながら、様々な媒体・機会を活用した情報発信に取り組むとともに、
シンポジウムやイベントで対話するなど、双方向でのコミュニケーションの促進を進めていきます。
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